日時：平成22年1月27日（水）19:15〜20:55
場所：みえ市民活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 交流ｽﾍﾟｰｽ6･7･8　
平成２１年度　第４回 みえ若者就労支援ネットワーク会議　議事要録

【　出　席　者　】（２７名）
市民ネットワークすずかのぶどう　　　　　　佐藤

気分障害自助グループ“TRUE BEAUTY”　 河西、安達
総合心療センターひなが／デイケア青いとり　村田、松尾

四日市情報外語専門学校　　　　　　　　　　菅瀬

市民社会研究所　　　　　　　　　　　　　　金

グローバルブレイン　　　　　　　　　　　　佐々木

いせ若者就業サポートステーション　　　　　浦田

三重県社会福祉協議会　　　　　　　　　　　北出

三重障害者職業センター　　　　　　　　　　浅利
三重若者自立支援センター　　　　　　　　　宇佐美、紙谷、嶋田、徳丸、内藤

三重県こころの健康センター　　　　　　　　樋口
三重県自閉症発達障害支援センター　　　　　正木

若者就業サポートステーション・みえ　　　　浅井、岩見、品川、中川、水谷

四日市創造ネットワーク　　　　　　　　　　岡嶋、唐木、白尾、戸上
１．自己紹介（省略）

２．学習会「発達障がい者の就労支援について　～社会性の指導とその応用〜」
  講師：小栗正幸氏（三重県教育委員会 特別支援教育室 発達障害支援員　特別支援教育ネット代表）
　
講演要旨

＜ニートとひきこもり＞

・ニートやひきこもりのとらえ方には日本独自なものがある。

・日本：ニートやひきこもりを心理的な問題としてとらえる傾向が強い。

・外国（特にアメリカ）：日本的な意味でのひきこもりは少ない。心理的な問題というより、行動やスキルのトレーニングの問題として対処する傾向が強い。

＜不登校＞

・日本の不登校はかなり特異的である。
　　日本：非行化を伴わない不登校の生徒がいる（神経症タイプと呼ばれるグループ）。
　　外国（特にアメリカ）：不登校の中心は非行少年である。
・学習理論から日本的な不登校を捉え直すと、

　　日本的な不登校：ソーシャルスキルとアカデミックスキルの不足に原因がある。

　　指導法：ソーシャルスキルとアカデミックスキルを高める練習が必要である。

＜支援する場所＞
・社会性が不足する人への指導は実際場面で行うようにしたい。
特別な場所（相談室等）で指導されたことを、実際場面へ持ち帰って応用できる器用な人が少ない。
（例）教室のことは教室で、作業所のことは作業所で、職場のことは職場で指導する。
＜支援と治療＞

・治療と支援の方法論は違う。どちらが上とか下とかの問題ではない。子どものニーズの問題である。
・支援が必要な人には、自然な場所で集団を前提にした指導をしなくてはいけない。

・支援が必要な人に治療の方法論を適用すると無用な退行を助長する危険がある。
・支援の方法論では、トラブルの原因を消去することやトラブルを避ける方法を学習させることを重視する。ひきこもっている人の社会性を育てる指導もこうした方法論に立脚している。
＜ソーシャル・スキル・トレーニング（ＳＳＴ）＞

・ＳＳＴとは、社会的なスキルを学習するための計画的な練習を意味している。

　　研修会当日は、人にものを頼む練習場面を例示した。

また、研修会当日は、他人の物を持ち帰ってしまう行動を「盗癖」とみるか、「借用行動のエラー」とみるかによって指導の仕方が変わること、特に後者の視点に立つと指導内容の生産性が高まることを例示した（この点は今回の研修テーマから少し外れるので講演録からは割愛してある。興味のある方は講演要旨末尾の参考文献を参照願いたい）。
＜こだわりに対する指導＞

・ひきこもりの人は、現在の状況や過去の事象にこだわる傾向が強く、そのことが社会的スキルの学習を阻害する要因になっている。

・こだわりを弱めるためには、視点をこだわりから引き離すための操作手続きが必要になる（いったん視点を未来に向け、そこから現在に必要なものを示していくやり方が有効な場合がある）。
・本人と指導者が折り合いをつけられる場所を見つける手続き（本人がこだわっている事象以外に興味や関心を共有できる場所を検索する手続き）も必要になる。

・反対に、本人がこだわりっていることを指導者が受容したり、そのことに共感を示すと、さらにこだわりを強化する場合がある。反論や激励も同じような事態を生起させやすい。
＜保護者支援＞

・子ども支援は最高の保護者支援でもある。
・むずかしい保護者だと思うときこそ、まず子ども支援に全力を注ぎたい。
・保護者支援に愛情というファクターを持ち込んではいけない。

親の愛情不足を問題にしても、出口の見えない不毛性しか残らない。
愛情の問題ではなく、子育てスキルの問題としてとらえたほうが指導は生産的になる。

＜動機付け方略の工夫＞

・何かが出来たとか、周囲から評価されたという体験が動機付けに結び付く人もいる。

・反対に周囲からの注目が動機付けにならない人もいる。
・鉄道マニア、軍艦マニア、宇宙人マニア、ガンダムマニアなど、特定の趣味・興味・関心の領域が動機付けに結び付く人もいる。

・ただ、われわれはお遊びの相手をするのが目的ではなく、あくまで「動機付けの方略」として周囲からの評価や、特定領域への興味・関心を活用しているのに過ぎないことを忘れてはならない。たとえば、不登校のある子どもに、特定の場所で遊びの時間を共有するだけでは不登校対応にならないことを思い起こしてほしい。遊びはスキルトレーニングの手段に過ぎず、この点を理解していないと不登校は改善しない。ニートやひきこもりについても同様である。

　　＊動機付けの方略：対象者が事態解決にむけて動きやすくなるための工夫や知恵のこと。
＜参考文献＞

　小栗正幸（2010），発達障害児の思春期と二次障害予防のシナリオ，ぎょうせい．

３．若者就労支援ネットワーク（会議）のテーマ整理について

　・資料のとりまとめを行っている井上が体調不良で欠席のため、次回に持ち越し

以上

